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   令和６年度 学校経営報告書（自己評価）     
 

学校番号 81 学 校 名 
静岡県立浜名高等学校 

（定時制） 
校 長 名 山崎 裕子 

本年度の取り組み（重点項目はゴシック体で記載） 

  
取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 

成果と課題 

ア 

授業改善や

学習支援の

取り組みを

通じた生徒

の基礎学力

の定着 

・授業の内容・説明が

わかりやすいと答え

る生徒 90％以上。 

「あてはまる」と回

答した生徒   

95％ 

Ａ 

教員が ＩＣＴを活用し、わ

かりやすい授業を行っている

ことはもちろんだが、生徒自

ら iPad を駆使し理解を深め

ている場面が数多く見られ、

学習への意欲が高いことがこ

の回答に繋がっていると思わ

れる。引き続き ICT の効果的

な活用方法を研究し続ける必

要がある。 

・授業を通して新しい

知識が身に付いたと

答える生徒 90％以上。 

「あてはまる」と回

答した生徒 

    99 ％ 

Ａ 

全教員が ICT を授業で効果

的に活用できるよう教材研究

を行ったり、生徒の理解度に

合わせて授業内容を調整した

りするなどの努力がこの回答

につながっていると思われ

る。現状に満足せず、生徒が

新しい知識を効果的に定着さ

せる方法を模索する必要があ

る。 

・授業に積極的に取り

組んでいると答える

生徒 90％以上。 

「あてはまる」と回

答した生徒  

91％ 

Ａ 

昨年度に比べ、10％弱増加

した。解決したい課題をわか

りやすく明示したり、できる

だけ生徒にとって身近な題材

を使うよう心掛けたりと教員

の工夫がこの回答に繋がって

いると考える。授業を欠席す

る生徒が一定数おり、そのよ

うな生徒たちの興味関心を引

くような授業を研究し続けて

いく必要がある。 

イ 

効果的・系統

的な進路指

導体制の構

築による生

徒の社会参

画につなが

る進路意識

の高揚 

・卒業時に進路が決定

している生徒 95％以

上。 

      84.2％ 

（16人／19人） 
Ｂ 

卒業予定者 19 名中進学３

名、就職内定 11名、進学準備

２名、就職試験受験予定者２

名、進路未決定者１名の状況

である。外国にルーツを持つ

生徒が友人や家族から紹介さ

れた仕事に就こうとする傾向

があり、見学はしても受験ま

では至らないケースが多かっ

た。 
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取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 

成果と課題 

・卒業年次の夏までに

体験入学や職場見学

に参加した生徒 90％

以上。 

生徒  94.7％ 

（18人/19人） 
Ａ 

正社員として働いている生

徒、派遣先に正社員雇用され

る予定の生徒を除く 17 名が

夏までに見学を終えた。 

 浜松商工会議所とのマッチ

ング事業の実施により４年生

になるまでに企業を見学する

生徒も増えてきている。 

・検定合格者数及び資

格取得者数延べ 50 人

以上。 

・日本語ワープロ 

       21人 

・情報処理   ５人      

・日商簿記    １人        

・文書デザイン３人 

・日本語能力 

      20人 

Ａ 

 商業の授業で積極的に各種

検定の受験を進めてくれてい

ることもあり、一定数の合格

者を出すことができた。 

 日本語能力試験は、外国人

生徒支援員の積極的な働きか

けにより 30 名程度の生徒が

受験し、20名の生徒が合格す

ることができた。 

ウ 

丁寧な指導

と支援体制

の充実によ

る生徒の基

本的な生活

習慣の確立 

・校内に自分の悩みや

不安を話す人や機

会・場所があると答え

る生徒 90％以上。 

「あてはまる」と回

答した生徒     

82.7 ％ 

Ｂ 

 毎日の職員打合せで生徒情

報を共有することにより、生

徒理解につなげ、全職員で個

別に生徒支援を行うことがで

きた。同時に、スクールソー

シャルワーカーやスクールカ

ウンセラーとも連携をとりな

がら、生徒の変化を見逃さな

いようワンチームで対応でき

た。引き続き、生徒の様子を

見逃さないよう情報共有を密

に行い、対応していきたい。 

・生徒の交通事故及び

問題行動が年内 10 件

以内。 

・交通事故 

      ２件 

・問題行動 

      ９件 

 

Ｂ 

交通安全については、掲示

板を使って生徒に情報を提供

したり、集会時に注意を促し

たりした。問題行動について

は、自分の感情や行動をコン

トロールできないことから問

題行動に繋がった事例が多か

ったので、全体指導の中で自

分のとる行動に責任を持つこ

となども呼びかけをしていく

必要がある。 

・生徒の出席率 90％以

上、遅刻率 10％以下、

早退率１％以下。 

出席率 91.6%  

 遅刻率 8.1% 

 早退率 0.6% 

Ａ 

 様々な理由で長期欠席にな

っている生徒が出席率を下げ

ている部分があるが、引き続

き授業を大切にし、学校を簡

単に休まないように働きかけ

ていく必要がある。 
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取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 

成果と課題 

エ 

生徒の新た

な体験や学

校生活の充

実につなが

る質の高い

学校行事や

特別活動等

の展開 

・学校行事が充実して

いると答える生徒・保

護者 90％以上。 

「あてはまる」と回

答した生徒 93％、   

保護者 94.6％。 

Ａ 

 入念な計画・準備等をした

上で各行事を行えた。次年度

以降、行事がマンネリ化しな

いよう改善を加えながら進め

ていく必要がある。 

・外部講師等による研

修会等の開催 10 回以

上。 

進路講話、租税教室、

いじめ防止教室、食

育講座、消費者教育

講座、性教育講座、

薬学講座、技能マイ

スター講座、グッド

マナー教室、主権者

教育講座、同窓会講

話、人権講座、フィ

リピンの高校生との

交流、福祉講座、や

さしい日本語講座、

金融教室、健康教育

講座  17回実施 

Ａ 

様々な事業を活用し、外部

の専門家の方にお話をしてい

ただくことにより、生徒自身

の将来や進路について考える

機会を数多く設定することが

できた。性教育講座では事前

の打合せを養護教諭と綿密に

行い、生徒に合った内容を講

師に依頼することができた。

次年度以降も積極的に様々な

事業を活用していく。 

 

 

 

・自分には良いところ

があると答える生徒

85％以上。 

「あてはまる」と回

答した生徒   85％。 
Ａ 

 定時制職員全員が生徒と積

極的にコミュニケーションを

とり、生徒の自己肯定感が高

まるような声掛けを行ってい

るのがこの回答の結果に繋が

っていると思われる。引き続

き生徒が自己肯定感・自己有

用感を高められるような声掛

けを行っていく必要がある。 

・部活動の大会や発表

会等の対外行事に参

加する生徒延べ 30 人

以上。  

男子ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部    

14名 

女子ﾊ ﾞ ﾚ ｰ ﾎ ﾞ ｰ ﾙ部      

11名 

陸上競技部  ２名 

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ部  10名 

ｴｺﾉﾐｸｽ甲子園静岡大

会     ４名 

生徒生活体験発表全

国大会   １名 

（合計 42名） 

Ａ 

 多くの生徒が部活動に参加

している。今年度から部活動

顧問教員を４名に増やしたこ

ともあり、多くの大会に参加

することができた。また、各

種発表会にも生徒が参加でき

るよう教員がサポートするこ

とができた。 

オ 

広報の充実

等による本

校及び定時

制の教育活

動の周知。 

・「学校案内」の刷新。 
全日制・定時制合わ

せた学校案内の更新 
Ａ 

 昨年度、全日制・定時制を

合わせた学校案内を作成した

が、今年度は定時制部分につ

いて、バレーボール部とバド

ミントン部、日本語教室の紹

介を追加し、進路の内容も更

新した。 

・ホームページの週２

回以上の更新。 

学期中は、ほぼ毎週

２回ホームページを
Ａ 

 毎週担当者を決め、生徒の

授業の様子や部活動の結果報
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取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 

成果と課題 

更新できた。 告などを更新することがで

き、浜名高校定時制の様子を

効果的に伝えることができ

た。さらに定時制の様子を効

果的に外部に伝えるために

は、その週に行事を実際に企

画・運営した教員がＨＰを更

新したり、SNS の活用も必要

である。 

・「学校説明会等で浜

名高校のことが分か

ったと答える来校者」

95％以上。 

「あてはまる」と回

答した来校者  

100％。 

Ａ 

今年度は、学校説明会に 90

人（生徒 49人、保護者 41人）

が参加した。昨年度同様浜名

高校定時制への高い関心を持

つ生徒が多いことがわかっ

た。学校説明会をさらにわか

りやすくするために、定時制

の生徒に学校説明の一部を担

当させることも検討中であ

る。 

・学校の教育活動の様

子がわかると答える

保護者 90％以上。 

「あてはまる」と回

答した保護者  

90.2％。 

Ａ 

 学期中には毎週、担当者を

決め、ホームページの更新が

できたことや絆ネットを使

い、「ともしび通信」（定時制

新聞）を定期的に配信できた

こともこの結果につながって

いると思われる。課題は、い

かに効果的に学校の様子を伝

えることができるかであり、

動画も使えるとより良いと考

える。 

カ 

生徒・教職員

が安全・安心

に教育活動

を展開する

ための教育

環境の整備 

・学校内外の整備・美

化は行き届いている

と答える生徒・保護者 

90％以上。 

「あてはまる」と回

答した生徒  91 ％、 

 保護者  95.7 ％。 

Ａ 

 今年度から各学期末に生徒

が各自の靴箱やロッカーの清

掃を行う時間を設定するとと

もに、厚生委員によるトイレ

清掃（大掃除）を実施し始め

た。このことにより、生徒た

ちはさらに校舎をきれいに使

おうとする意識が出てきたと

考えられる。 

・いじめに遭ったり見

たりしたことがある

と答える生徒０％。 

「あてはまる」と回

答した生徒 ２％。 

 

Ｂ 

０％とはならなかったが、

あてはまると答えた生徒には

様々な教員が話を聴きなが

ら、状況が改善するよう対応

し続けている。 

・浜名高校に入学して

良かったと答える生

徒、及び入学させて良

かったと答える保護

「あてはまる」と回

答した生徒  95 ％、 

 保護者  96.8 ％。 

Ａ 

 日頃から職員全体で生徒情

報を共有し、ワンチームで生

徒に対応している点や日本語

教室を通して日本語が理解で
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取組目標 成果目標 達成状況 

評

価 

成果と課題 

者 90％以上。 きる生徒が増えている点もこ

の結果に繋がっていると思わ

れる。否定的な理由を推測し

ながら改善を図っていく必要

がある。 

・地震や暴風警報発令

時等の登校基準や行

動を把握していると

答える生徒 80％以上。 

 

「あてはまる」と回

答した生徒  87 ％。 
Ａ 

年２回の防災訓練（地震・

火災）を通して、災害時に生

徒自身がどのように行動すべ

きか考えるよう声掛けを行っ

た。 

暴風警報発令時の登校基準

については、必要に応じてSHR

などで担任が説明を行った。 

・各分掌(事務部含む)

及び各学年による業

務改善・縮減１件以

上。 

  

全分掌が 1件以上 

全学年が 1件以上 

 

Ａ 

例えば行事等で、教員が全

て企画・運営するのではなく、

生徒に任せる部分は任せるな

ど、教員の業務量を減らしな

がらも生徒が主体的に行動す

る力を身に着けることができ

るよう業務改善に取り組むこ

とができた。 

 次年度以降も各分掌・各学

年で業務改善を続けていく必

要がある。 

 


